
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　4000620002CC/20090403

( 科目コード：4000620002CC)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】物理 I

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・2 年次
【担当教員】

玉置 豊美

【授業目標・教育方針】
自然現象としての電気・磁気現象の基礎を理解する。

・電気量、電荷の意味を知る。
・帯電 とはどのような状態かを理解する。 　
・摩擦による帯電のメカニズムを理解する。
・静電気力とクーロンの法則を理解する。
・静電誘導の現象を理解する。
・大きさと方向を持った量の扱い方、表現方法を学ぶ。 　
・電気力線の概念を理解する。
・空間の性質を表す電場という考え方を理解する。
・電荷により作られる電場を計算できるようにする。
・電場中に置かれた電荷に働く力を計算できるようにする。
・「仕事」と呼ぶ物理量の意味を理解し、簡単なケースの仕事量を計算できるようにする。
・「電位」の概念を理解する。
・具体的に電位を計算できるようにする。
・電位と電場の関係を理解する。
・一様な電場中の電位を計算できるようにする。
・「導体」の意味を理解する。
・平行板コンデンサの性質を理解する。
・極板間の電場と電位差の関係、形状と電気容量の関係を用いた様々な計算ができるようにする。
・コンデンサの合成容量について学ぶ。
・コンデンサを充電するのに要した仕事が静電エネルギーとしてコンデンサに蓄えられることを理解する。
・抵抗値がどのように決まるのかを学び、抵抗率の意味を理解する。
・合成抵抗を計算できるようにする。
・抵抗に電流を流すために要した仕事は蓄えられずに熱エネルギーとして散逸することを理解する。
・電力、電力量について理解する。
・磁石や電流の作る磁場を求められる。
・電流が磁場や他の電流から受ける力を求められる。
・磁場中の荷電粒子の運動の性質を理解する。
・磁場中を導体が動くときの誘導起電力を求めることができる。
・コイルの働きを理解する。
・交流の実効値、コンデンサーやコイルのリアクタンスを理解する。

【授業概要】
電気磁気現象の基礎について、高校課程のカリキュラムに基づいて理解することを目標とする。
情報化社会の基盤を支えているのは電気・電子工学であり、それ以外の工学を学ぶ学生ではあっても、高校課程の電
磁気の知識の習得は欠かせない。この授業では、電気に関する初歩的なことがらについて学ぶ。これらのことを知っ
た上で、簡単な回路の働きについても学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：高等学校物理 IB・II（数研出版）
資料集：新訂物理図解（第一学習社）
傍用問題集：センサー物理 I ＋ II（啓林館）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：「レポート」には小テストも含みます。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：物理 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 3 静電気力 電気量、電荷の意味、帯電、摩擦による帯電、静電気
力とクーロンの法則、静電誘導現象

レポート・小テストを
適宜おこなう

4 ～ 8 電場 力、釣合、ベクトルの意味、大きさと方向を持った量
の扱い方・表現方法、電気力線の概念、空間の性質を
表す電場、電荷により作られる電場、電場中に置かれ
た電荷に働く力

レポート・小テストを
適宜おこなう

9 ～ 12 電位 「仕事」の意味、「電位」の概念、電位と電場の関係、
一様な電場中の電位、「導体」の意味

レポート・小テストを
適宜おこなう

13 ～ 14 コンデンサ 平行板コンデンサ、極板間の電場と電位差の関係、形
状と電気容量の関係、コンデンサの合成容量、コンデ
ンサの充電に要する仕事

レポート・小テストを
適宜おこなう

15 電流と抵抗 抵抗率の意味、合成抵抗の計算 レポート・小テストを
適宜おこなう

16 ～ 18 電流と仕事 ジュール熱、電力と電力量 レポート・小テストを
適宜おこなう

19 ～ 21 磁場、電流と磁場 磁極、磁場、磁力線、電流が作る磁場 レポート・小テストを
適宜おこなう

22 ～ 24 電流が磁場から受ける力 フレミングの左手の法則、磁束密度、平行電流間の
力、ローレンツ力

レポート・小テストを
適宜おこなう

25 ～ 26 電磁誘導の法則 電磁誘導、フレミングの右手の法則 レポート・小テストを
適宜おこなう

27 ～ 28 インダクタンス 自己誘導、相互誘導、コイルのエネルギー レポート・小テストを
適宜おこなう

29 ～ 30 交流 交流の実効値、リアクタンス レポート・小テストを
適宜おこなう
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